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書

井戸川裁判（福島被ばく訴訟）を支える会　会則

設立趣旨
私たちば　東京電力株式会社（東電）福島第一原子力発電所事故（福島第一一原発事故）で失われた故郷
を思い、それを失わさせた元凶である東電と国を相手に、加害責任を問い続けている元双葉町町長の井戸川
克隆さんが提訴した裁判を支える人々の集まりです。私たちば　井戸川裁判の目的と意義を受けとめ、福島
第一原発事故で被ばくしたすべての人々の勝訴に向けた闘いと連携し、共に核被害の廃絶をめざします。

●

総　　則
第1条（名称と事務所）
・この会の名称は、井戸川裁判（福島被ばく訴訟）を支える会（以下「会」と略す）と称し、会の事務所

を加須市に置きます。
第2条（目的）
”この会は、設立趣旨の精神により井戸Iir裁判（福島被ばく訴訟）を支え勝訴することを目的とします。

第3条（活動と事業）
この会の目的を達成するため原告および弁護団と緊密な連携の下、次の活動と事業を行ないます。
lO　裁判毎の傍聴と支援集会

－（②　裁判のための記録と広報
－⑨　裁判に関連する学習・調査・研究
－②i　裁判の目的と意義の普及および会員の拡大の事業

i③i　会の意思疎通と情報共有のための活動
l⑥　その他目的達成に必要と認められること

組織と運営
第4条（会員と会費）
i①　会員は、会則を認め、所定の年会費（1000円）を納める者です。ほかに賛助会員を置くことができ

ます。
②　会員の権利は　情報公開、会議・活動への参加、意見表明、役員への立候補です。
第5条（財政）
この会の財政は、会員の年会費、賛助会費、寄付、事業収入、その他でまかなうこととします。
第6条（総会）
①　総会は、1年に1回あるいは必要な場合、世話人会の責任で開催します。
②　総会は　活動報告（会計を含む）、活動方針（予算を含む）、役員（世話人）の選出、会計監査の選
出、会則の改廃、その他必要な事項を決定できます。

第7条（世話入会）
①　会の役員として世話人を置き、世話人は世話人会を組織し、会の日常的な運営にあたります。
②　世話人会は定期的かつ必要に応じて会議を開催し、活動方針、会計処理、会員の登録・退会、役
員の補充・解任、会員・役員の処分、会の趣旨・目的・事業の実現に必要な決定、及び日常的な活動
の執行・統轄を行ないます。
⑥　世話人会は　その効率的な運営のために代表世話人（以下「代表」と略す）、事務局長、会計およ
び必要な各担当世話人を互選するとともに、総会で選出された世話人の員数の範囲で世話人の補充
を行なうことができます。

第8条（役職）
①　代表は　会および世話人会の統轄・執行面について人格的に代表します。
②　事務局長は、会の日常的業務の管理を引き受け、代表を補佐します。
③　会計担当は、代表および事務局長との緊密な連携の下、会の出納と記帳を管理します。
④　会計監査は、定期的に会計の監査を行ない、総会に報告します。
第9条（会議）
i①　全ての会議の成立は、定数の過半数の出席（委任状を含む）で成立とします。

②　会議の決定は出席者の過半数とします。
③　全ての会議は議事録を作成するものとします。
第10条（細則）
この会の実務的な運営にあたり世話人会で必要な事項について細則を定めることができます。

第11条（会則の改廃）
会則の改廃は、総会の3分2以上の決定によるものとします。
第12条（施行と活動年度）
この会の会則は2015年11月6日の結成総会の終了後から施行し、活動年度ならびに財政年度について

は、別途細則で定めます。


